
経
費
削
減
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

教
え
て
く
だ
さ
い

ー

　

過
去
２
年
間
の
予
算
は
、
シ
ー
リ
ン
グ
と
い
う

手
法
で
経
費
削
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
事

業
の
優
先
順
位
を
明
確
に
す
る
も
の
で
、緊
急
性
・

重
要
性
の
高
い
事
業
を
積
極
的
に
取
り
組
む
半
面
、

優
先
順
位
の
低
い
も
の
は
事
業
を
縮
小
・
廃
止
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
前
年
度
に
対
し
て
20
年
度

は
10
％
の
削
減
を
達
成
し
た
ほ
か
、
21
年
度
は
さ

ら
に
５
％
削
減
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

南
島
原
市
の
こ
れ
か
ら
の
財
政
の
見
通
し
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か

ー

　

合
併
し
、
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
中
で
、
事

務
の
効
率
化
や
職
員
の
削
減
な
ど
、
全
庁
を
あ
げ

て
支
出
の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
支
出
面
で
は
高
齢
化
に

伴
う
経
常
経
費
（
扶
助
費
な
ど
）
の
増
加
、
収
入

面
で
は
、
人
口
減
な
ど
で
税
収
増
を
望
み
に
く
い

現
状
に
加
え
、
毎
年
三
十
数
億
円
受
け
て
い
る
合

併
に
よ
る
交
付
税
の
優
遇
措
置
の
段
階
的
な
減
額

を
28
年
度
に
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
政
的
に

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
（
32
年
度
に
優
遇

措
置
は
終
了
）。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
長
期
的
な
視
点
で
計

画
を
策
定
し
、
財
政
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
は
現
在
だ

け
で
な
く
、
未
来
の
私
た
ち
、
さ
ら
に
は
そ
の
子

ど
も
た
ち
に
対
し
て
も
、
責
任
が
あ
る
の
で
す
か

ら
。

南
島
原
市
の
20
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

簡
単
に
教
え
て
く
だ
さ
い

ー

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
歳
出
差
し
引
き
は

黒
字
で
あ
り
、
純
粋
な
剰
余
金
も
昨
年
度
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
、
安
定
し
た
財
政
状
況
と
い
え

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
経
常
収
支
比

率
な
ど
の
財
政
指
標
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
で
す
。
今
回
の
決
算
の
特
徴
と
し
て
、
地
方
交

付
税
が
前
年
度
に
比
べ
て
約
９
億
円
増
加
し
た
た

め
、
基
金
の
取
り
崩
し
が
大
幅
に
少
な
く
な
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
20
年
度
は
、
燃

油
高
騰
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
地
域
経
済

の
悪
化
が
深
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
景
気
回
復
優

先
の
施
策
を
追
加
し
て
行
い
ま
し
た
。

そ
の
景
気
対
策
が
、
決
算
額
と
し
て
見
え
て

い
な
い
よ
う
で
す
が

ー

　

20
年
度
に
追
加
予
算
措
置
を
し
た
地
域
経
済
対

策
関
連
経
費
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
21
年
度
に
繰

り
越
し
た
た
め
、
結
果
と
し
て
決
算
額
へ
の
影
響

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
21
年
度
は
、

繰
り
越
し
た
事
業
と
併
せ
て
新
規
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
現
在
は
、
地
域
経
済
へ
の
効
果
を
見
守

っ
て
い
る
状
況
で
す
。

使
っ
た
お
金
「
２
８
９
億
円
」
を
考
え
る
ー

　
「
２
８
９
億
円
」
と
聞
い
て
も
ち
ょ
っ
と
想
像
が
つ

き
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
、
小
型
乗
用
車
を
使
っ
て
ど

の
く
ら
い
の
額
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ず
ば
り
、
１
５
０
万
円
の
小
型
乗
用
車
を
１
９
，
２

４
８
台
分
。
６
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
並
べ
て
い
く
と
１
１

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び
ま
す
。
実
際
の
高
速
道
路

に
置
き
換
え
る
と
諫
早
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
鳥

栖
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
通
り
過
ぎ
る
ほ
ど
の
大
渋
滞
。

２
８
９
億
円
と
は
、
そ
の
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
車
を
買

う
こ
と
が
で
き
る
金
額
な
の
で
す
。

　

そ
ん
な
大
き
な
お
金
で
、
南
島
原
市
が
「
買
っ
た
も

の
」
と
は
、
一
体
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　　　東
　
　
西
望（
長 

崎 

市
）

福
田
　
末
好（
加
津
佐
町
）

　　　　草
栁
　
寛
衛（
布 

津 

町
）

吉
岡
　
　
巖（
布 

津 

町
）

小
嶋
　
光
明（
布 

津 

町
）

鳥
居
　
純
毅（
有 

家 

町
）

林
田
　
安
人（
有 

家 

町
）

本
多
　
重
元（
西
有
家
町
）

小
川
　
清
剛（
西
有
家
町
）

飛
永
　
一
義（
北
有
馬
町
）

久
間
　
省
吾（
加
津
佐
町
）

　　　　金
子
　
輝
利（
西
有
家
町
）

中
村
　
鉄
則（
西
有
家
町
）

伊
藤
　
龍
雄（
西
有
家
町
）

佐
藤
　
松
枝（
西
有
家
町
）

草
野
　
弘
人（
加
津
佐
町
）

　　　　小
川
　
絹
子（
深 

江 

町
）

山
﨑
　
春
繁（
布 

津 

町
）

松
尾
　
清
子（
布 
津 

町
）

下
田
　
壽
憲（
布 
津 
町
）

下
田
偉
都
子（
布 

津 

町
）

石
本
　
フ
サ（
布 

津 

町
）

山
下
　
康
昭（
有 

家 

町
）

小
谷
　
恭
子（
有 

家 

町
）

音
部
爲
五
郎（
加
津
佐
町
）

酒
井
　
勝
夫（
加
津
佐
町
）

栗
田
　
　
博（
加
津
佐
町
）

林
田
　
敏
春（
加
津
佐
町
）

野
口
　
瀲
子（
加
津
佐
町
）

太
田
　
秀
夫（
加
津
佐
町
）

酒
井
　
勝
弘（
加
津
佐
町
）

　　　　福
島
　
巨
大（
深 

江 

町
）

山
田
　
末
継（
布 

津 

町
）

小
嶺
　
数
利（
有 

家 

町
）

大
﨑
　
　
功（
南
有
馬
町
）

山
平
　
　
博（
加
津
佐
町
）

　　　　大
平
　
久
人（
布 

津 

町
）

光
永
　
武
義（
有 

家 

町
）

猿
渡
　
　
建（
有 

家 

町
）

山
口
　
義
幸（
有 

家 

町
）

本
多
賢
一
郎（
有 

家 

町
）

林
田
　
幸
一（
有 

家 

町
）

松
岡
　
久
光（
有 

家 

町
）

田
浦
　
　
昇（
有 

家 

町
）

近
藤
　
利
幾（
西
有
家
町
）

酒
井
　
満
秋（
加
津
佐
町
）

山
平
　
　
博（
加
津
佐
町
）

　　　　　田
出
　
　
盈（
有 

家 

町
）

原
田
　
昭
雄（
有 

家 

町
）

小
淵
　
文
雄（
南
有
馬
町
）

髙
橋
　
勝
郎（
口
之
津
町
）

酒
井
　
信
助（
加
津
佐
町
）

大
村
　
政
勝（
加
津
佐
町
）

相
良
　
義
彰（
加
津
佐
町
）

北
田
　
幸
一（
加
津
佐
町
）

門
畑
　
　
一（
加
津
佐
町
）

　　　（故）
渡
辺
千
尋（
東 

京 

都
）

有家中学校吹奏楽部も
　　お祝いにかけつけました。

南島原市の決算、財政に
ついて、財政の所管部長
である総務部長に話を聞
きました。

総
務
部
長
に
聞
く  

南
島
原
市
の
決
算

〜
南
島
原
市
の
決
算
〜

市
が
２
８
９
億
円
で
買
っ
た
も
の

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
・
県

か
ら
の
支
出
金
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
の
収
入
支
出
を

中
心
に
、
南
島
原
市
の
財
政
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

特集

諫早IC 鳥栖JCT東背振IC佐賀大和IC多久IC武雄北方IC武雄JCT嬉野IC東そのぎIC大村IC

「298億円」は150万円の車に換算すると19,248台分。諫早IC～鳥栖JCTを通りすぎるほどの長さになります。

　
10
月
18
日
、
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
で
、
徳
行
や
地
方
自
治
功
労
な
ど
市
政
の
各
分
野
で

優
れ
、
功
績
の
あ
っ
た
56
人
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
15
年
務
め
、
社
会
福
祉
功
労
を

受
け
た
山
下
康
昭
さ
ん
が
「
誠
に
光
栄
で
す
。
こ
れ
ま
で
社
会
の
役
に
立
つ
よ
う
努
力
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
も
先
輩
や
市
民
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
受
章
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
徳
　
　
　
行
　

徳
行
卓
越
し
、他
の
模
範
と
な

る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
自
治
功
労

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

地
方
自
治
・
納
税
功
労

地
方
自
治
の
振
興
及
び
納
税
に

貢
献
し
、そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

社
会
福
祉
功
労

民
生
の
安
定
に
貢
献
し
、そ
の

功
績
顕
著
な
も
の

納

税

功

労

納
税
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
顕

著
な
も
の

そ

の

他

そ
の
他
特
に
表
彰
に
値
す
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の

産

業

功

労

産
業
の
開
発
及
び
振
興
に
貢

献
し
、そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

交
通
安
全
・
防
犯
・
消
防
功
労

交
通
安
全
、治
安
の
維
持
並
び
に

水
火
災
等
の
防
護
及
び
復
旧
に

貢
献
し
、そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

社会福祉功労を受けた山下康昭さん
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